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田原俊彦 議会質問より

すぐだ /蒻身だ /〃実な ノ た は ら としひ
芦屋市議会議員 田 原 俊 彦
1983年 3月  創価大学法学部卒業
2002年 12月 三井住友銀行退職 (約 20年在職)
2003年 4月  芦屋市会選挙で初当選、現在 5期目
防災士 ひょうご防災リーダー 全国手話検定5級 お客様対応専門員(CAP)
ユニバーサルマナー検定 3級  メンタルヘルス・マネジメント検定Ⅲ種

●横断歩道 車が停まらない
「とまつてくれてありがとう運動」の展開を

襲

兵庫県の横断歩道合図運動に加え、横断

歩道で一時停止した車に感謝の気持ちを

伝える運動をしている自治体での停止率

が高いとの報告を参考に、協議を進める。

●歩道上の「車止め」が見えづらい

反射材の取り付け・更新を

自転車が通行中、車止めが見えずにぶつ

かつた、という事故が起きている。以前、

車止めに反射材をつけて頂いたが、年数

が経ち、効果が薄くなつている。車止め

に新たに反射材をつけるか、車止めの色

を歩道とは違う色にして認識しやすい工

夫をしてほしい。

バトロールで随時点検しているが、より

安全性を高めるため、反射材を取り付け

るなど取り組んでいる。

●集会所の無料 Wi一 Fiの接続時間拡大を

避難所にもなる集会所の無料 Wi― Fiは接

続時間が 30分 (1回 )と短いσ時間の見直
しはできないか。モバイルルーターの貸し

出しはできないか。
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接続時間の拡大やモバイルルーターの貸

し出しは、セキュリティの観点を踏まえ、

研究していく。

●福祉避難所 災害時の対応はどうするのか

要配慮者の避難について、国は昨年の改

正で、必要な方は、直接、福祉避難所に行

くことを勧めている。しかし、直接、避難さ

れると受け入れ側の施設の混乱が予想さ

れる。国の方針変更をどう考えており、市

として取り組むのか。

一国の_方針変更―は,1藝配慮者か_ら―みると望―

ましいが、事前に受け入れ対象者を特定

するなど課題も多い。市としては、一時避

難所の福祉避難室で対応し、必要に応じ

て福祉避難所を利用していただく。

●津波一時避難施設 十分に機能するのか

民間マンシ∃ンを津波一時避難施設に指定

してから何年経つているのか。避難協定の

確認を再度する必要があるのではないか。

協定を結んで 10年以上経過している。今
後、年度初めに、協定内容を改めて共有し、

実効性を高めていく。

歩行者が横断歩道を渡る時、車が停まらな

いことが多い。他市で効果があがつている

歩行者が手をあげ、運転手に感謝の気持ち

を伝える「とまつてくれてありがとう運動」

を行つてはどうか。
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12月議会 物価高騰への対策が前進

12月 議会で、物価高騰の影響を受けている市民や事
業者を支援する目的の補正予算が可決されました。内容

は、以下の 4つです。

●子育て世帯への給付金

特例給付を受けている方も含めた児童手当受給世帯

に対し、子ども一人当たり3万円が支給されます。

●病院・診療所・薬局への物価高騰対策支援金

安定した地域医療の提供が継続できるように支援しま

す。

●省エネ家電製品購入への補助金

省エネ家電(エアコン、冷蔵庫、テレビ、照明器具)を購

入する個人、事業者に対して 1万～2万円を補助しま

す。(令和 4年 12月 15日以降の購入が対象)

●燃油価格高騰に対する公共交通事業者への支援金

公共交通事業者 (バス・タクシー)に対し、地域公共交通

の安定的な運行及び市民生活に必要な移動手段の維

持のため、支援金が支給されます。
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市議会 防災訓練を行いました
昨年 12月 と今年 1月

に、市議会は、議会機能

継続 (BCP)訓 練を実施。

負傷者の搬送、議員の安

否確認、オンライン会

議、被害情報のオンライ

ン報告など、さまざまな

訓練を行いました。

私は、BCP検討検証会議のメンバーとして、訓練の準備

にあたつてきました。訓練を通して、新たな気づきや改

善点を、今後に活かしていきたいと思います。

※議会機能継続 (BCP)…議会が災害などの緊急事態に遭つたとき、議会機能の

継続あるいは早期復旧を可能とするために、緊急時における議会継続のための

方法、手段などを取り決めておく計画
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地域サポート～西蔵町～

歩道のバリアフリー修復が実現 !

西蔵町の宮川沿い、歩道のバリアフリーの修復がこ

のたび、実現しました。

以前から地域の方より、「バリアフリーの道が、傷ん

でいるので、修復してほしい」との市民相談を頂いて

おりました。場所は、宮川に沿つて南北の歩道で、国

道 43号線の少し南のあたりです。関係者のみなさまの

ご協力を頂き、昨年 11月 、無事に、段差の解消と点字

ブロックの取り換え設置が終わりました。

動画はこちらで
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動画配信(YouTube)始めました I

「圏原俊彦 芦屋市議会議員1 1‐
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2023年初めての「芦屋ほつと通信」が完成しました。

本年も様々なことに挑戦していきたいと思います。挑

戦とは少し違いますが、以前から、献血を続けており、

最近は年に数回行います。前回は 2022年 9月。累計で

18回目になりました。献血ができるのは 69才まで。

今年も健康に気をつけて続けていきたいと思っていま

す。この「芦屋ほつと通信 68号」が皆様のお手元に届

くころには、今年初めての献血にいつてきます。
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